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新教科書の特色 | 年の昭和12年でありまずから、日支事変ぼつ発の年で
附昨の春、新らしい教育課程の改訂に従った生物| あり、それから戦与による空白状態が鵠含ました関係

数字曙が、ぽつぽつ送り届けられきたときのことでし| から、あまり限には入りませんでした。それが最近栄
た。来るとすぐに一応斜の拾い読みをしてみました。 I養代謝に関する著書にはすべてと言ってよいぐらい、
なにしろ著者方の苦心の力作ではあり、出版社の努力! このすイクルが記載されております。この生化学の濯
も加わって優れた記述であり、体裁も整ったもので| 進炭りからみて、ピタミ y やホノレモ y とは、多少性質
「何れアヤメと引きぞ煩う」でありました。しかし採| が違うとは申しますものの、近き将来により探く高俊
択の必畏から不可分の聞係にある事柄を、不自然であ| の教材面に、取りスれられるのではないかしらと思う
り適当だとは思いませんが、一つの目安として次の 3 I ほどであります。
項をあげて、比較研究することにしました。 I 第二表は手元にある教科書11種 (5単位用〉につい
1 . 教科内容の立体的な縦の. . . . ・H ・-深さ | て、組織呼庇とエネルギー発現に関する単元に出てく
2 . 数尉展開の平面的な横の・・H ・H ・-広さ | る言葉を、表の左のような種類に分けて、その分布を
3. 詩句図表の創隠的な表現の・・ H ・H ・-うまさ | みたのでありまし℃、@ は賂諾など二重の意味を表わ
こうした基準にあてはめて読んで見ますと、新教科| したものであります。

警の持つ特色といったものが、おぼろげながらくみ取| 特色発揮の対策
ることができたように恩われました。読んでいるうち| 御覧の通り同一事項を表わす言句に数の多いのもあ
に「これはどう扱うべきか」と、疑問に恩ったことが
らの 1 - 2を、次に掲げてみる ζとにいたしました。
イ、発生学に関することがら
口、遺伝学に関することがら( 省略〉
ハ、生化学に関することがら

脊索の起原
大阪磁林館出版のものに「脊索は中医薬からつくら
れる」とありました。一つ覚えの古い狭い浅い尺度し
か持ち合せのない訟は「はてな」と思い、前の教科書
や動物学提要その他 2 - 3の参考書を調べまし・たが、
内陸薬起来とはありますが、他の記載はありません。
やむなく「聴くは一時の聡」とヨ替え、強林館を通じて
著者に伺いましたところ、窓域博士から明快な解答を
寄せられました。それが昨年の 6 月6 日のことで、要
は『ナメクジタオの脊索は内陸葉から起るが、カエル

〆 のような脊推動物では中医薬からできる。まだ一部屋
科系の学校などでは、内医薬とするものがあるが、そ
れは誤りである。)J でありました。
T C Aサイクル
呼吸とエネルギーに関するところで、解緒、酵素、
これに連関した事前でありますが、化学変化の過程な
どは釈迦に説法でありますから、ただ表で見て裁く ζ

とにいたします。( 第一哉〉解瀦作用とこれに次ぐT
C Aサイクルの中で、今度の教科書で扱われているも
のにはアγグーライシを施して示してあります。 T C
A サイクルが Krebs 等によって唱えられたのが 1937

りますし、内容にも可成り器入りしたものも見. られま
して、ずいぶん深さも隔も広くなっております。これ
につきまして、学ぶ者、学生の立場を考えて言葉の整
理、教科内容の範囲、程度の吟妹、最進科学進歩の足
どりなどについて、特色を発露しながら弾力性に富
む、現在の高校に最もふさわしい、適妥正当な一線が
引けるかどうか。1 . 現場担当者としての心構えはど
うあるべきか、 2. 続躍者側に対tる要求条件とか、
3. ス試問題から大学側への希望と言った点につき、
御示教を賜りますならばこの上ない幸であります。
脊索起原の記述をニ羨の教科別にして見ると、
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参考書
生命現象の化学 芦田、弁上、古川朝倉誉底
生化学概論 石川清一 培風館
生化竿 赤松 茂 共立出版
ボナー植物生化学 山田、丸尾 朝倉警践
栄養学 中川、ニ口、古川 11 

呼吸発鮮の実験法 奥貫一男 中μ膳房
細菌の代謝 国中、鈴木 )lL  議
生物の実習 奥弁利一 コロナ社
生物の研究.31<寺堀 沼野労帯縫 E 文社
科学の学校 法 波
酵 素 坂口、緩徐J 修数社
酵 素 弁上憲政 雄山閣
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第 表
呼E受とエネルギーのー者自 左語句の続きにつかわれている詩句 L U L l 盟LJ!!LLV L)'1 I百四 L1LLI.U!
内呼殴・外呼唆 O  O  O  O  O  O  O  O  O  細胞内呼疲

援 組 織 呼 暖 O  O  O  一 O  分子関呼暖
分 解 呼 E夜 O  O  O  O  O  O  臆気性呼殴
無 気 呼 疲 O  O  O  O  O  ??ft O  内 部呼庇陣 酸 索 呼 駿 0 1 0  O  O  O  O  無酸素呼庇
細 胞 呼 吸 O  
解糖一作用 O  O  O  O  O  O  O  O  血 糖

解 炭 71< イじ 物 O  O  O  O  O  O  O  O  O  手L f唐
陣 六 炭 糖 O  O  O  し よ 瀦
と グ F  コ グ y  O  O  O  O  O  O  O  O  fo O  O  単 糖類
踊 ぶ ど う 官麿 O  O  O  O  O  O  O  O  O  キ i / ロース
原果 糖 O  トリパルミチシ一たんぱく質・脂肪 O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  

糖 り ん 酸 有機燐酸化合物
り り ん 酸 六炭糖りん酸
、り ん 原 質 六炭糖 2 りん酸

ん ア3 燐デ酸ノ A νT  y  P  ク ν アチ y

質 ア2 燐デ酸ノ A νD  Y  P  3 炭潜りん酸

ク νアチ y 燐酸

酵| 墜脱デヒ水ドロ素グナ酵ー翠素ゼ
ピルピ Y 酸脱炭素"
醇化酵素

脱カル炭ボキ酸ジラ酵ー繁ゼ 黄色酵繁
呼 !N 酵 素 黄色酸化酵素

素 ナトクローム ホロ酵素
チ -マ 一 ゼ アポ酵素・助酵素|
呼 E皮 色 素 リポプラピ y
アルコーノレ発静 O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  O  プタノ- ) 1 / 発酵

発 乳 酸 発 酵 O  O  O  O  O  O  エL O  O  O  クヱ y 酸発酵
賞主 酸 発 酵 O  O  O  O  O  グルコ y 酸発酵
酪 酸 発 酵 O  O  O  O  アセトプタノーJレH

プロピオ γ 融発酵 O  O  71< 三美 発 語草
露軍 酸 イじ 発 議事 O  O  
無酸素発酵 O  O  … エチル |。出 @  @ ! @  @  @  O  O  カノレポシ酸
ピルピ Y 酸 ⑤ O  アセトブタノール
酢 酸 O  O  O  ラ ク酸
アセトアルデヒド O  O  有 機酸
乳酸 O O  O _ L O  O  O  O  O  炭酸ガス〈会〉
カ日 71< 分 解 O  O  O  O  蝕 媒

そ 還 コロ O  O  O  O  dロs、 成
アクトミオジシ O  O  ーに---.ノ 酸 イじ

の 筋 原 機 線 O  O  O  自 酸 化
ミトコ γ ド 3 ア O  O  イ y  ドール

l'出 オキずロ酢酸 O  スカ トーノレ
タ コニ シ 酸 O  プ トマイ γ
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